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本資料における業績予想及び将来の予想等に関する記述は、

 現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的

 なリスクや不確実性が含まれております。
従って、実際の業績は、様々な要因により、これらの業績とは

 異なることがありますことをご承知おき下さい。



連 結

２０１３年３月期連結決算概況２０１３年３月期連結決算概況

単位：億円

売上高

営業利益

経常利益

当期利益

２０１３／３月期２０１２／３月期

３，０１７

９１

７０

２６

①

通期実績 前年比
増減額

＋１１０
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通期実績
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通期のセグメント別概況通期のセグメント別概況
②

コンシューマ

システム

◆増収（2，153億→2，279億）

・時計のブランド製品の好調

・コンシューマ全般で収益性改善

・電子辞書の新製品投入成功

◆増益（146億→266億）
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億円
億円 ◆減収（431億→418億）

◆赤字縮小（▲24億→▲7億）

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ以外全ｼｽﾃﾑ品目改善

その他
億円
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２０１２年３月期 ２０１３年３月期

億円 ◆減収（432億→281億）

◆減益（3億→▲3億）

・甲府の撤退、マイクロの事業譲渡、

損益影響小

独自事業等、事業縮小となるも
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連 結

単位：億円

売上高 ２，９７８

営業利益 ２０１

経常利益 １９７

当期利益
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通期実績 通期計画
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前年比
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上期計画
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売上高

セグメント別売上・営業利益セグメント別売上・営業利益
単位：億円

通期計画

２０１４／３月期

システム

その他

合計

営業利益

コンシューマ
システム

調整額

合計

２，４２０

３１０

３，２００

３０５

▲５５

２５０

０

連 結

４７０

デジタルカメラ、時計、電子辞書

電卓、楽器

コンシューマ※

その他 ０

２０１３／３月期

通期実績

２，２７９

２８１

２，９７８
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今期の重点方針今期の重点方針 ⑤

◆時計の売上、利益拡大

１．既存事業

２．新規事業

◆カシオサイネージ事業の本格展開

◆デジタル絵画事業の早期事業化

◆リスト端末事業開発のさらなるブラッシュアップ

◆システムの収益性改善

◆電子辞書の海外売上拡大

３．財務体質強化

◆自己資本利益率の向上（さらなる当期利益の拡大と自己資本の充実）

４．配当政策
◆前期の配当予定（17円→20円）
◆今期より中間配当実施



既存事業の戦略既存事業の戦略
⑥

◆時
 

計

◆システム

・ブランド製品売上構成比の拡大

・Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
 

Ｗａｔｃｈを世界のﾒｼﾞｬｰｽﾏｰﾄﾌｫﾝと繋げる

→Ｇ-ＳＨＯＣＫ３０周年記念モデル投入とプロモ-ション強化

・タブレット端末（Paper Writer)の販売拡大

→業種別（ﾗｲﾌﾗｲﾝ､保守/ﾒｲﾝﾃﾅﾝｽ､訪問介護等）の必要な

ニーズに向けてカスタマイズされた商品提供（業種No.1）

◆電子辞書

・海外市場の増強

→グローバルニーズに対応したカラーコンテンツの拡充



新規事業の戦略新規事業の戦略
⑦

◆カシオサイネージ事業

◆デジタル絵画事業

◆リスト端末事業

・アテンション効果＋宣伝販促事業の開発

・ウェアラブル端末として最終的なあるべき姿の実現

・ビジネスモデルの確立と早期実現

・業界初の新提案を搭載した画期的な事業



売上高

セグメント別売上・営業利益セグメント別売上・営業利益 単位：億円

通期計画

２０１４／３月期

システム

その他

合計
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コンシューマ
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＜ご参考＞

４７０

デジタルカメラ、時計、電子辞書

電卓、楽器

コンシューマ※

その他 ０

※コンシューマ売上計画内訳(通期）：デジタルカメラ４００億、時計１，１００億、その他９２０億
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通期実績
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